
No.
事業計画

期間
（年度）

プロジェクト名
交付金対象事業

実績額
（千円）

交付金充当
実績額

（千円）

1 R6～R8
かごしまUIJターン移住・就業支援事業／かごしま地域課題解決型起
業支援事業／地方就職学生支援事業

149,524 74,762

2 R5～R9 プロフェッショナル人材戦略拠点事業 33,320 17,560

3 アフターコロナを見据えたインバウンド誘客支援事業 107,172 53,586

4 かごしまの将来を担う人材の確保・定着促進事業 36,608 18,303

5 県産業の「稼ぐ力」強化支援事業 124,317 62,095

6
グローバル人材と地域コミュニティで目指すグローカル地域づくりプ
ロジェクト

24,801 12,400

7 人と技術でつなぐかごしま伝統産業活性化プロジェクト 57,407 28,703

8 R6 万博開催を契機としたかごしま地域活性化プロジェクト 36,697 18,348

569,846 285,759

※端数処理により，計と内訳が一致しない場合がある。

計（８プロジェクト）

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）プロジェクト一覧

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
（令和６年度実績）実施結果報告

R5～R7

R6～R8

資料２



事業概要【①かごしまＵＩＪターン移住・就業支援事業，かごしま地域課題解決型起業支
援事業，地方就職学生支援事業】

令和５年度第１回募集初回採択回鹿児島県申請者

149,524千円（74,762千円）R6総事業費
（カッコ内は交付金充当額）R6-R8年度事業計画期間

－事業分野（詳細）移住・起業・就業型事業タイプ・類型

東京圏（東京都，埼玉県，千葉県，神奈川県）への過度な一極集中の是正及び地方の担い手不足対策のため，ＵＩＪターン
による就業・起業者の創出を図ることにより，県内中小企業等における人材不足の緩和及び地域課題の解決に資する事業の起業を
促進する。

目的（効果）

１ かごしまUIJターン移住・就業支援事業︓マッチングサイトに掲載される県内企業へ就職した者や，県プロフェッショナル人材戦略拠
点によるマッチング支援を経て県内就職した者，テレワーク移住をした者等に対し，移住支援金を支給

２ かごしま地域課題解決型起業支援事業︓起業，事業承継又は第二創業に必要な経費の一部の補助
３ 地方就職学生支援事業︓東京都内に本部を置く大学の学生を対象に，県内企業の選考面接などの就職活動に要した交通費
等を支援

❶Ｒ6事業
概要

①本移住支援事業に基づく移住者数
＋194人（＋220人）

②本起業支援事業に基づく起業者数
＋9人（＋10人）

③マッチングサイトに新たに掲載された求人数
＋86件（＋100件）

④本移住支援事業に基づく18歳未満の世帯員を
帯同して移住した世帯数
＋36世帯（＋30世帯）

❸KPIの
達成度
（Ｒ6）

※カッコ内の数値はＲ6目
標値

①本移住支援事業に基づく移住者数（＋660人）
②本起業支援事業に基づく起業者数（＋30人）
③マッチングサイトに新たに掲載された求人数
（＋300件）
④本移住支援事業に基づく18歳未満の世帯員を帯同
して移住した世帯数（＋90世帯）

❷KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累
計」の目標値

・移住支援金対象求人のメリット等が県内企業へ適切に伝わっていないことから，本事業の有用性について，より多くの県内企業に理
解を深めてもらい対象求人を増やすことが重要。
・県内企業に対し，事業の周知を行うとともに，各種セミナーや研修会等の機会をとらえ，事業への理解を促進する。

➍今後の
対応等



◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度

本事業における重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

指標担当
課

基準値
R５年度
増加分

R６年度増
加分

R７年度
増加分

R８年度
増加分

R９年度
増加分

累計
（目標未達成の場合）

その理由と今後の対応等

目標値 220 220 220 660

実績値 194 194

目標値 (10) 10 10 10 30

実績値 (12) 9 9

目標値 (100) 100 100 100 300

実績値 (100) 86 86

目標値 (30) 30 30 30 90

実績値 (29) 36 36

産業人材
確保・移
住促進課

産業人材
確保・移
住促進課

ＫＰＩ②
本起業支援事業に基づく起業者数

（人）
12

ＫＰＩ①
本移住支援事業に基づく移住者数

（人）
150

ＫＰＩ③
マッチングサイトに新たに掲載された

求人数（件）
516

30

産業人材
確保・移
住促進課

産業人材
確保・移
住促進課

ＫＰＩ④
本移住支援事業に基づく18歳未満の
世帯員を帯同して移住した世帯数（世

帯）

　東京圏からの移住者数は，令和６年度約900人となっており，これらの
移住者が移住支援金対象企業等に就職した場合などに移住支援金が支
給される。
　令和６年度末の移住支援金支給対象求人数は，584件であり，これが
増加することで実績値も増加すると考えられる。
　ＫＰＩを達成するためには，当該事業の有用性について，より多くの県内
企業に理解を深めてもらい対象求人を増やすことが重要である。
   そのため，今後は県内企業に対する事業の周知について強化してまい
りたい。

　令和６年度は，21人から応募があり，成長性・継続性などについて，専
門家による審査を行ったところ，基準に達することができた申請者数は，
結果として9人となった。
　令和７年度以降は，より多くの申請者に応募いただけるよう事業の周
知・広報に取り組んでまいりたい。

　移住支援金対象求人の増加については，毎年度県内企業約2,600社に
対して案内チラシを送付し，事業の利用を促しているが，移住支援金対
象求人になるメリット等が適切に伝わっていないことなどから，年度増加
目標100件に対し，86件の実績となっている。
　ＫＰＩを達成するためには，当該事業の有用性について，より多くの県内
企業に理解を深めてもらい対象求人を増やすことが重要である。
　今後は，各種セミナー・研修会等の機会をとらえ，事業への理解を促進
してまいりたい。



事業概要【②プロフェッショナル人材戦略拠点事業】

令和５年度第１回募集初回採択回鹿児島県申請者

33,320千円（17,560千円）R6総事業費
（カッコ内は交付金充当額）R5-R9年度事業計画期間

－事業分野（詳細）プロフェッショナル人材型事業タイプ・類型

県内企業に対して，販路拡大や新規事業の創出といった“攻めの経営”への転換と，そのために必要な「プロフェッショナル人材（都市
圏等の大企業において，事業の企画運営等に実績を有する人材）」の確保を支援し，都市圏等から本県への即戦力人材の還流と，
これらの人材を活用した企業の経営革新を促進することによって，地域に新たな質の高い雇用（“ひと”と“しごと”の好循環）を創出す
る。

目的（効果）

１ プロフェッショナル人材事業︓
・ 拠点の運営・企業訪問及び相談対応 ・ 人材確保に係る事業者向けセミナー開催
・ 地域金融機関や商工団体，民間人材紹介会社都市圏大企業，県事業承継支援事務局等との連携による人材ニーズの掘り
起こし及びマッチング並びにフォローアップ

２ 地域外副業・兼業人材活用促進事業︓県内企業の導入への機運醸成・交通費・宿泊費 補助

❶Ｒ6事業
概要

①県内企業デジタル人材を含むプロフェッショナル人
材の民間ビジネス事業者への総取次件数
＋93件（＋195件）
②県内企業のプロフェッショナル人材の総成約件数
＋105件（＋88件）
③県内企業の副業・兼業人材の総成約件数
＋47件（＋7件）
④県内企業のデジタル人材の総成約件数
＋22件（＋14件）

❸KPIの
達成度
（Ｒ6）

※カッコ内の数値はＲ6目
標値

①県内企業デジタル人材を含むプロフェッショナル人材の
民間ビジネス事業者への総取次件数（＋1,000件）
②県内企業のプロフェッショナル人材の総成約件数
（＋450件）
③県内企業の副業・兼業人材の総成約件数
（＋40件）

④県内企業のデジタル人材の総成約件数
（＋75件）

❷KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の
累計」の目標値

・原材料価格や人件費の上昇が続き，県内企業においては経営基盤の維持・改善への対応が優先され，経営改善や将来の成長
戦略に資するプロフェッショナル人材の確保まで十分に至らなかった。
・先進的な取組事例や導入メリットについての県内企業への周知を強化し，意識改革や行動変容に取り組む。

➍今後の
対応等



◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度

本事業における重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

指標担当
課

基準値
R５年度
増加分

R６年度増
加分

R７年度
増加分

R８年度
増加分

R９年度
増加分

累計
（目標未達成の場合）

その理由と今後の対応等

目標値 190 195 200 205 210 1,000

実績値 127 93 220

目標値 86 88 90 92 94 450

実績値 75 105 180

目標値 6 7 8 9 10 40

実績値 13 47 60

目標値 13 14 15 16 17 75

実績値 4 22 26

ＫＰＩ①
県内企業デジタル人材を含むプロ
フェッショナル人材の民間ビジネス

事業者への総取次件数（件）

0

ＫＰＩ②
県内企業のプロフェッショナル人材

の総成約件数（件）
132

0

ＫＰＩ③
県内企業の副業・兼業人材の総成

約件数（件）
0

ＫＰＩ④
県内企業のデジタル人材の総成約

件数（件）

産業人材
確保・移
住促進課

産業人材
確保・移
住促進課

産業人材
確保・移
住促進課

産業人材
確保・移
住促進課

　全国的な人手不足の深刻化を背景として，県内においても労働力の確
保が一層困難な状況となっている。
   この結果，原材料価格や人件費の上昇が続き，県内企業においては
経営基盤の維持・改善への対応が優先され，経営改善や将来の成長戦
略に資するプロフェッショナル人材の確保まで十分に至らなかったものと
考えられる。
   ＫＰＩを達成するためには，当該事業の有用性や導入効果について，よ
り多くの県内企業に理解を深めてもらうことが重要である。
   そのため，同拠点が把握している先進的な取組事例や導入メリットを
関係機関と共有しながら、セミナーや情報発信等を通じて県内企業への
周知を強化し、意識改革や行動変容を促進してまいりたい。



事業概要【③アフターコロナを見据えたインバウンド誘客支援事業】

令和５年度第１回募集初回採択回鹿児島県申請者

107,172千円（53,586千円）R6総事業費
（カッコ内は交付金充当額）R5-R7年度事業計画期間

観光振興（DMO）等の観光分野事業分野（詳細）地方創生推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

観光産業が疲弊している中，アフターコロナを見据えて本県が持っているインバウンドのポテンシャルを活かした取組を戦略的に行うこ
とで，経済活性化を図り，県民所得向上を目指す。目的（効果）

１ アフターコロナを見据えた観光回復を図る取組
（１）海外観光プロモーションの強化︓直行便が就航している国及び戦略的に有望な国の市場を対象に，ＳＮＳや映像・雑誌な

ど各種メディアを活用した情報発信，旅行博覧会への出展，現地及びＷＥＢセールス等の観光プロモーションを強化
（２）外国人観光客受入体制の整備︓観光関係者向け講習会や通訳案内士セミナーの開催，多言語コールセンターの運営等

による外国人観光客が快適に本県を周遊できる受入体制の整備等

❶Ｒ6事業
概要

①インバウンド関連講習会参加者数
＋47人（＋74人）

②多言語ウェブサイトページ閲覧数
＋15万件（＋10万件）

③世界自然遺産を周遊する旅行商品の造成数
＋28商品（＋2商品）

④本県の外国人延べ宿泊者数（県内のインバウ
ンド観光客数）
＋25.85万人泊（＋74.21万人泊）

❸KPIの
達成度
（Ｒ6）

※カッコ内の数値はＲ6目
標値

①インバウンド関連講習会参加者数（＋295人）
②多言語ウェブサイトページ閲覧数（＋41万件）
③世界自然遺産を周遊する旅行商品の造成数
（＋11商品）

④本県の外国人延べ宿泊者数（県内のインバウンド観
光客数）（＋159.02万人泊）

❷KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の
累計」の目標値

・ＫＰＩの達成に向けては，国・地域ごとにターゲットや売り込むコンテンツを各市場の特徴を踏まえて定めた上で，戦略的なプロモー
ションに取り組むことが必要。
・公式ＳＮＳや各種ＯＴＡ，現地旅行会社やメディア等を活用し，効果的な情報発信に取り組むほか，外国人観光客が快適に
周遊できるよう，引き続き，受入体制の整備に取り組む。

➍今後の
対応等



◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度

本事業における重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

指標担当
課

基準値
R５年度
増加分

R６年度増
加分

R７年度
増加分

R８年度
増加分

R９年度
増加分

累計
（目標未達成の場合）

その理由と今後の対応等

目標値 147 74 74 295

実績値
78
253

47 125

目標値 19 10 12 41

実績値
89
103

15 104

目標値 7 2 2 11

実績値 12 28 40

目標値 74.21 74.21 10.6 159.02

実績値
34.58
36.16

25.85 60.43

ＰＲ観光
課

ＰＲ観光
課

ＫＰＩ④
本県の外国人延べ宿泊者数

（県内のインバウンド観光客数）
（万人泊）

1.58

14

ＫＰＩ①
インバウンド関連講習会参加者数

（人）
175

ＫＰＩ②
多言語ウェブサイトページ閲覧数

（万件）

ＰＲ観光
課

ＰＲ観光
課

ＫＰＩ③
世界自然遺産を周遊する

旅行商品の造成数
（商品）

0

R6年においては，国際線直行便の便数がコロナ禍前の６割程度に留
まっていることなどから，インバウンド需要が回復せず，KPIに比べて▲
48.36万人泊減の62.01万人泊／年となった。
KPI達成のためには，国・地域ごとに，ターゲットや売り込むコンテンツを
各市場の特徴を踏まえて定めた上で，戦略的なプロモーションに取り組
む必要がある。
今後も外国人観光客の受入体制整備に取り組むとともに，ＳＮＳ・ウェブ
サイトなど様々なメディアや旅行予約サイト（ＯＴＡ）等を活用したプロモー
ションなどインバウンド対策を実施し，目標達成に向けた取組を推進す
る。

講習会の周知方法や期間が十分でなかったことから，参加者数が少なく
目標値を下回る結果となった。
今後は県観光サイトでの情報発信とともに，講習会の内容を外国人観光
客対応やフードダイバーシティ等をテーマとした実践的な内容を取り入れ
るなどして，参加者数の増加を図る。



事業概要【④かごしまの将来を担う人材の確保・定着促進事業】

令和５年度第１回募集初回採択回鹿児島県申請者

36,608千円（18,303千円）R6総事業費
（カッコ内は交付金充当額）R5-R7年度事業計画期間

移住促進・地方創生人材の確保・
育成等の人材分野事業分野（詳細）地方創生推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

県内在住の若年層に対する県内定着及び外国人材の安定的な確保・定着等を促進することで，本県経済の発展を目指す。目的（効果）

１ 若年者等の県内定着の促進
「高校生やその保護者等を対象とした合同企業説明会」，「県内外の大学生等を対象としたオンライン合同企業説明会」 ，

就職情報サイト『かごＪｏｂ』による県内企業情報の発信 など
２ 外国人材の安定的な確保・定着
・ インドネシア，フィリピン等の現地送り出し機関等の調査やマッチングの実施 等
・ 県内企業が行う外国人材の安定的な受入れ，定着に向けた社内環境整備や地域交流の取組等に対する補助

❶Ｒ6事業
概要

①高校生の県内就職率
△4.0％（＋0.25％）

②大学生の県内就職率
＋1.4％（＋0.25％）

③障害者就職面接会を通じた就職件数
＋20件（＋5件）

④県内のインドネシア人及びフィリピン人労働者の
合計数 ＋2,879人（＋193人）

❸KPIの
達成度
（Ｒ6）

※カッコ内の数値はＲ6目
標値

①高校生の県内就職率（＋0.75％）
②大学生の県内就職率（＋0.75％）
③障害者就職面接会を通じた就職件数（＋15件）
④県内のインドネシア人及びフィリピン人労働者の合計
数 （＋580人）

❷KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の
累計」の目標値

・コロナによる地方回帰の機運の高まり等により県内就職率は上昇していたが，令和５年度以降，コロナの５類移行や県外からの
求人圧力の高まりなどにより，若年者の県外志向が強まった結果，県内就職率が減少。
・各地域・各産業分野における課題やニーズの把握に努め，若年者の県内定着の促進に取り組むとともに，県内企業の魅力の向
上等に取り組む。

➍今後の
対応等



◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度

本事業における重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

指標担当
課

基準値
R５年度
増加分

R６年度増
加分

R７年度
増加分

R８年度
増加分

R９年度
増加分

累計
（目標未達成の場合）

その理由と今後の対応等

目標値 0.25 0.25 0.25 0.75

実績値 -1.3 -4 -5.3

目標値 0.25 0.25 0.25 0.75

実績値 -6 1.4 -4.6

目標値 5 5 5 15

実績値 46 20 66

目標値 177 193 210 580

実績値 1,977 2,879 4,856

ＫＰＩ②
大学生の県内就職率

（％）

産業人材
確保・移
住促進課

1,973

産業人材
確保・移
住促進課

ＫＰＩ④
県内のインドネシア人及びフィリピン人

労働者の合計数
（人）

ＫＰＩ①
高校生の県内就職率

（％）
61

雇用労政
課

外国人材
政策推進

課

ＫＰＩ③
障害者就職面接会を通じた就職件数

（件）
16

52.2

コロナによる地方回帰の機運の高まり等により，令和２年度から令和４年
度までは，県内就職率の上昇がみられたが，令和５年度以降，コロナの
５類移行や県外からの求人圧力の高まり（求人数の大幅な増加，初任給
など待遇面における県内企業との格差）などにより，若年者の県外志向
が強まった結果，県内就職率が減少してきており,令和６年度はKPI（61%）
に比べて5.3ポイント減の55.7%となった。
KPIを達成するには高校生やその保護者等に対して，県内企業で働く魅
力等の情報を発信することが必要と考えている。令和７年度は，関係部
局や関係団体等と連携しながら各地域・各産業分野における課題やニー
ズの把握に努め，若年者の県内定着の促進に取り組むとともに，県内企
業の魅力の向上等に取り組んでまいりたい。



事業概要【⑤県産業の「稼ぐ力」強化支援事業】

令和５年度第１回募集初回採択回鹿児島県申請者

124,317千円（62,095千円）R6総事業費
（カッコ内は交付金充当額）R5-R7年度事業計画期間

ITを活用した中堅・中小企業の生産性向
上、新規事業化、対日投資促進等のロー
カルイノベーション分野

事業分野（詳細）地方創生推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

「農林水産業の競争力強化」，「イノベーションの創出と競争力のある産業の振興」に向けて，本県の基幹産業である農林水産業の
中でも特に高付加価値化への課題を有する林業等の更なる振興を図りつつ，将来を担う新たな産業の創出に取り組むとともに，販
路ネットワークの強化等に係る取組を行うことで，県内地域経済の持続的な発展や「稼ぐ力」の向上，県民所得の向上を目指す。

目的（効果）

１ 「稼ぐ力」のある産業の創出
(1)既存産業の高付加価値化に向けた支援︓食品関連製造業のための売上・利益拡大セミナーや成果発表会の開催，商品開
発や営業力強化，効率的な生産現場作りに係る専門家派遣等

(2)新たなビジネス創出への支援︓宇宙機器の試験研究・試作や衛星データ利活用によるソリューション開発及びビジネスモデル構
築のための実証事業に要する費用の補助等

２ 企業の「稼ぐ力」強化に向けた支援
(1)企業の販路ネットワークの強化に向けた支援︓県産食材を使用したレストランフェア，商談会の実施
(2)企業の経営基盤の強化に向けた支援︓専門家の伴走支援による商品開発や販路開拓，営業力強化の総合的な支援

❶Ｒ6事業
概要

①県産品の新規販路開拓件数
＋190品（＋90品）

②実施対前年比付加価値額が増加した企業の
割合 ＋65.4％（＋50％）

③鹿児島県内の木材生産量
※調査中（＋39千㎥）

④レストランフェア等における県産品の活用品数
＋26品目（＋12品目）

❸KPIの
達成度
（Ｒ6）

※カッコ内の数値はＲ6目
標値

①県産品の新規販路開拓件数（＋270品）
②実施対前年比付加価値額が増加した企業の割合
（＋150％）
③鹿児島県内の木材生産量（＋117千㎥）
④レストランフェア等における県産品の活用品数
（＋36品目）

❷KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の
累計」の目標値

・専門家の伴走支援による商品開発や販路開拓，営業力強化の総合的な支援を継続。
・引き続き，企業の販路ネットワーク強化に向けた支援等に取り組む。

➍今後の
対応等



◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度

本事業における重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

指標担当
課

基準値
R５年度
増加分

R６年度増
加分

R７年度
増加分

R８年度
増加分

R９年度
増加分

累計
（目標未達成の場合）

その理由と今後の対応等

目標値 90 90 90 270

実績値 177 190 367

目標値 50 50 50 150

実績値 63.6 65.4 129

目標値 39 39 39 117

実績値 96
調査中

(R7.11月
予定)

96

目標値 12 12 12 36

実績値 18 26 44

産業立地
課

0

ＫＰＩ③
鹿児島県内の木材生産量

（千㎥）

かごしま
材振興課

1,266

ＫＰＩ④
レストランフェア等における

県産品の活用品数
（品目）

販路拡
大・輸出
促進課

0

販路拡
大・輸出
促進課

0
ＫＰＩ①

県産品の新規販路開拓件数
（品）

ＫＰＩ②
実施対前年比付加価値額が

増加した企業の割合
（％）



事業概要【⑥グローバル人材と地域コミュニティで目指すグローカル地域づくりプロジェクト】

令和６年度第１回募集初回採択回鹿児島県申請者

24,801千円（12,400千円）R6総事業費
（カッコ内は交付金充当額）R6-R8年度事業計画期間

移住促進・地方創生人材の確保・
育成等の人材分野事業分野（詳細）地方創生推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

グローバルな視点と同時に地域の特異性や地元のニーズを考慮した地域を形成することで，「県民一人ひとりが，年齢や性別，国籍，
障害の有無等に関わらず，個性と能力を発揮し，活躍できる社会」を実現させるとともに，共生共存を掲げ次世代を見据えた先駆
的な地域社会を形成することで，国内外からの移住先として選ばれる鹿児島の形成を目指し，多様な人材の人口流入を促し，持
続可能な社会をつくることを目指す。

目的（効果）

１ 地域コミュニティづくりの促進
地域コミュニティ等に対する専門的な支援や地域のコーディネート等のノウハウについての研修会の開催等

２ 買物弱者支援
事業者等からの相談を受ける窓口の設置，買物サービス等の情報発信，市町村が実施する買物弱者対策への支援等

❶Ｒ6事業
概要

①地域における移住者数（市町村の相談窓口等
を通じた県外からの移住者数）
＋2,950人（＋3,200人）
②中間支援活動を行う団体数
＋0団体（＋0団体）

③市町村による買物弱者対策の実施状況につい
て「実施している」と回答する市町村のうち，対
策によりカバーできている地域の割合について
「大部分はカバーできている（60〜90%程度）」，
「ほぼ全てカバーできている（90%以上）」と回答
する市町村の割合 △14％（＋18％）

❸KPIの
達成度
（Ｒ6）

※カッコ内の数値はＲ6目
標値

①地域における移住者数（市町村の相談窓口等を通
じた県外からの移住者数）（＋9,600人）

②中間支援活動を行う団体数（＋3団体）
③市町村による買物弱者対策の実施状況について，
「実施している」と回答する市町村のうち，対策によ
りカバーできている地域の割合について 「大部分はカ
バーできている（60〜90%程度）」，「ほぼ全てカ
バーできている（90%以上）」と回答する市町村の
割合 （＋54％ ＋27.99％）

❷KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の
累計」の目標値

・買物弱者対策の状況については，市町村の担当課において，カバー出来ていると判断した地域の割合が減少したものによると考え
られる。
・今後，買物弱者支援に係る先進事例の共有等を実施し，買物弱者対策の推進を図る。

➍今後の
対応等



◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度

本事業における重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

指標担当
課

基準値
R５年度
増加分

R６年度増
加分

R７年度
増加分

R８年度
増加分

R９年度
増加分

累計
（目標未達成の場合）

その理由と今後の対応等

目標値 3,200 3,200 3,200 9,600

実績値 2,950 2950

目標値 0 0 3 3

実績値 0 0

目標値
18

9.33
18

9.33
18

9.33
54

27.99

実績値 -14 -14

ＫＰＩ①
市町村の相談窓口等を通じた

県外からの移住者数（人）

産業人材
確保・移
住促進課

6,759

ＫＰＩ②
中間支援活動を行う団体数（団体）

くらし共生
協働課

0

ＫＰＩ③
市町村による買物弱者対策の実施状
況について，「実施している」と回答す
る市町村のうち，対策によりカバーでき
ている地域の割合について 「大部分は

カバーできている（60～90%程度）」，
「ほぼ全てカバーできている（90%以

上）」と回答する市町村の割合
（％）

地域政策
課

46
72

令和６年度の，市町村の相談窓口を通じた県外からの移住者数は過去
最高を更新したが，目標値を達成できなかった。
今後も，市町村や関係団体等と連携し，効果的な情報発信やニーズに即
した相談対応の充実などに取り組み，移住者の確保に努める。

市町村の担当課において，カバー出来ていると判断した地域の割合が減
少したものによると考えられる。
今後，買物弱者支援に係る先進事例の共有等を実施し，買物弱者対策
の推進を図る。



事業概要【⑦人と技術でつなぐかごしま伝統産業活性化プロジェクト】

令和６年度第１回募集初回採択回鹿児島県申請者

57,407千円（28,703千円）R6総事業費
（カッコ内は交付金充当額）R6-R8年度事業計画期間

ITを活用した中堅・中小企業の生産性向
上、新規事業化、対日投資促進等のロー
カルイノベーション分野

事業分野（詳細）地方創生推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

伝統的工芸品について，現代のニーズにマッチした商品開発・販路拡大を図る取組を支援することで，需要の開拓や収益性の向上
を図るとともに，後継者の育成・確保を支援する。本格焼酎は，特に伸びしろが大きい海外市場へ輸出促進を図る必要があり，海
外での認知度向上・販路拡大を図り，県産本格焼酎を世界の蒸溜酒として育成する。

目的（効果）

１ 伝統産業活性化
（１）大島紬需要開拓・プロモーション事業（著名人やメディアとのタイアップによるイベント開催や広告宣伝，ターゲットを絞ったデジタルコンテンツの配信等）
（２）伝統的工芸品新商品開発・販路開拓支援事業（新商品の試作，販路開拓のための展示販売会出展や広報に係る費用の補助）
２ 焼酎市場開拓
（１）国内市場開拓 若者，女性を対象に新たな飲み方を提案するＰＲ・販売促進活動
（２）海外市場開拓（輸出重点国を中心に各国の嗜好やニーズに対応した輸出促進活動）
（３）高付加価値化支援（ボトルやラベルデザインの開発費，酒質の研究等の他，高付加価値商品のプロモーション（宣伝・広告）に係る費用の補助）

❶Ｒ6事業
概要

①地域における新規雇用者数（伝統的工芸品
産業への就労者数） ＋２人（＋２人）

②展示販売会での問屋への下代（卸値）
＋2.0％（＋1.67％）

③課税移出数量（国内出荷量）対前酒造年度
比 △3.9％（＋2％）

④県産品の海外へ新規販路開拓した商品数
＋193商品（＋76商品）

❸KPIの
達成度
（Ｒ6）

※カッコ内の数値はＲ6目
標値

①地域における新規雇用者数（伝統的工芸品産業への
就労者数）（＋6人）

②展示販売会での問屋への下代（卸値）
（＋5.01％）

③課税移出数量（国内出荷量）対前酒造年度比
（＋6％）

④県産品の海外へ新規販路開拓した商品数
（＋228商品）

❷KPI

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の
累計」の目標値

・課税移出数量（国内出荷量）については，少子高齢化等による基本的な消費量の減少に加え，コロナ５類移行後も，他の酒
類と比べ思うように消費が伸びていないことから，全国展開する大手飲食店とタイアップしたフェア等を実施し，県産本格焼酎の需要
拡大を図る。

➍今後の
対応等



◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度

本事業における重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

指標担当
課

基準値
R５年度
増加分

R６年度増
加分

R７年度
増加分

R８年度
増加分

R９年度
増加分

累計
（目標未達成の場合）

その理由と今後の対応等

目標値 2 2 2 6

実績値 2 2

目標値 1.67 1.67 1.67 5.01

実績値 2 2

目標値 2 2 2 6

実績値 -3.9 -3.9

目標値 76 76 76 228

実績値 193 193

ＫＰＩ①
伝統的工芸品産業への就労者数（人）

販路拡
大・輸出
促進課

0

ＫＰＩ②
展示販売会での問屋への下代（卸値）

（％）

販路拡
大・輸出
促進課

25

ＫＰＩ③
課税移出数量（国内出荷量）

対前酒造年度比
（％）

販路拡
大・輸出
促進課

0

ＫＰＩ④
県産品の海外へ新規販路開拓した

商品数
（商品）

販路拡
大・輸出
促進課

0

少子高齢化等による基本的な消費量の減少に加え，コロナ５類移行後
も，他の酒類と比べ思うように消費が伸びていない。
国内では，落ち込みの大きい首都圏での需要回復，市場性が見込める
東北地方への需要開拓に対する取組を引き続き実施する。



事業概要【⑧万博開催を契機としたかごしま地域活性化プロジェクト】

令和６年度第２回募集採択回鹿児島県申請者

36,697千円（18,348千円）R6総事業費
（カッコ内は交付金充当額）R6年度事業計画期間

観光分野事業分野（詳細）地方創生推進タイプ・補正予算分事業タイプ

・万博開催を契機として，「南の宝箱 鹿児島」の多彩な魅力を発信するとともに、観光客の受入環境を整備することにより，国内外
の誘客促進を図る。
・種子島、内之浦に射場を擁する本県の若年層に対して、万博で取り上げられる宇宙開発等に関する講演会を開催するとともに、県
内企業の情報を国内外に発信することにより，若年層や外国人の人材育成等を図る。

目的（効果）

〇万博を契機とした観光客の受入環境整備・誘客促進事業
・キャッチコピー「南の宝箱 鹿児島」やＰＲ動画を活用したプロモーション ・特設サイト「推し旅マップ」作成

〇万博を契機とした人材確保・育成事業
・外国人材受入優良企業情報の発信を通じた就労先としての本県魅力のPＲ ・オンライン形式での合同説明会
・宇宙開発利活用に関連した講演会等

❶Ｒ6事業
概要

①観光消費額
518億円（＋114億円）

②優良（被表彰）企業数
＋３社（＋２社）

❸KPIの
達成度
（Ｒ6）

※カッコ内の数値はＲ6目
標値

①観光消費額（＋342億円）
②優良（被表彰）企業数（＋６社）

❷KPI
※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の
累計」の目標値

・本県観光サイト「かごしまの旅」への誘導を目的とした各種ＳＮＳ広告を実施した結果，動画視聴回数は約１７７万回、サイトへ
の誘導回数は約３．３万回に上るなど，本県の観光消費額の増加に寄与したものと考えている。

➍今後の
対応等



◆　重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成度

本事業における重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

指標担当
課

基準値
R５年度
増加分

R６年度増
加分

R７年度
増加分

R８年度
増加分

R９年度
増加分

累計
（目標未達成の場合）

その理由と今後の対応等

目標値 114 114 114 342

実績値 518 518

目標値 2 2 2 6

実績値 3 3

ＫＰＩ①
観光消費額

（億円）

ＫＰＩ②
優良（被表彰）企業数

（社）

外国人材
政策推進

課
0

1,909
ＰＲ観光

課


